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現率 消滅点日付 観測者　P 時刻 確度 時間 光度 速度 色 其他 α o α ? 流星群　　一
．　　　　　一　『
n　In Y今5 （Tk）19　6 4 6s一5？VSWJ弐痕破裂 262．5一23．52み7．5一5
15（Ar⊃4423 0．2 一4．5RYR痕（4s）169十33 172十34
27 （〃） 2152 0．8 ＿2MBw 76 一16 73＿22Taurid　i@　？．
30（Ha）1473 0．3Tup．rRR痕 58．5十26 33÷23
襯測部流星課十月報告　課長（小棋孝二郎） 14tt）
　（2）流星群の出現状況
　月明の關係で二十日前後に出現するオリオン座流星群及双「p
座流星群は殆んご観測出來なかつtこ・只岡山の荒木氏は二十日
及二十一日に双子群を若干概測されてるるが輻射点は決定し難
い．
　本月27日には九州に於て田中，原田二一に依って同一流星を
観測された．負…等ノ）急速の流星である．九州三部熊本縣の上
室で高さは約百粁位である．詳しぐは後にゆつる・
　オリオン座の流星群は下旬に君干観測されてるるが著るしい
出現は見せなかった．其他の流星群には著るしいものはない・
（3）本月中の観測より得tzる輻射点は次の通ゆである・
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